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歳入　普通交付税が国税収入の増に伴う
再算定により増となったものの、2年度に

実施した特別定額給付金事業の財源である国庫支出金が大
幅に減となり、市税においても、1億1千万円の減となった
ことから、全体では22億3千万円の減でした。
歳出　民生費は、新型コロナウイルス感染症の影響を踏
まえて実施した子育て世帯や住民税非課税世帯等への給
付金給付事業などにより、23億円の増でした。衛生費は、
新型コロナウイルスワクチン接種事業の実施などにより、
14億5千万円の増でした。総務費は、特別定額給付金の
事業完了などにより、66億4千万円の大幅な減でした。
教育費は、児童・生徒一人1台端末整備事業の完了など
により4億1千万円の減となり、全体では37億1千万円
の減でした。

国民健康保険事業　被保険者数の減少に
より、保険税収入は減となりましたが、受

診件数の増加に伴う保険給付費の増により、歳入総額は
4.0％の増、歳出総額は4.2％の増でした。
介護保険事業　要介護認定者の増加等による保険給付費の
増などにより、歳出は前年度比3.7％の増でした。
後期高齢者医療事業　広域連合納付金の増により、歳出は
前年度比8.6％の増でした。

公共下水道事業　下水道使用料などの収
益的収入は30億3千万円、維持管理経費

などの収益的支出は23億6千万円でした。企業債や国庫
補助金などの資本的収入は11億円、工事費や企業債の元
金償還金などの資本的支出は22億6千万円でした。

【市税】 129億813万円

【繰越金】 16億9,061万円

【分担金及び負担金】 1億3,737万円

【使用料及び手数料】 1億4,460万円

【国・県支出金】 116億6,219万円

【財産収入・寄附金・繰入金・諸収入】
18億7,154万円

【地方消費税交付金・地方特例交付金・
地方交付税など】 46億3,899万円

【市債】 17億8,270万円

【繰入金】 2億7,974万円

【地方譲与税】 1億7,829万円

①都市づくり

③地域福祉社会の実現

④子ども・女性政策

⑤都市の質の向上
②産業の活性化

　3年度は、新たに策定した『綾瀬市総合計画2030』で定め
た、10年後のまちの姿の実現に向けた『“つたえる”を大切に
するまち“つながる”を生み出すまち』という理念のもと、「活
力と魅力に満ちた綾瀬」の実現に向けた事業を実施しました。
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の他、低迷し

ていた地域経済の活性化など、新型コロナウイルス感染症
対応地方創生臨時交付金などを活用し、適切かつスピード
感を持って対応しました。
　詳細は、市 で公開しています。

持続的に成長・発展する
まちづくりに向けて

一般会計 特別会計

公営企業会計

3年度
決算の概要

各会計の決算額一覧 主な事業(3年度の新規・拡充事業)

3年度決算状況（一般会計）

歳入 決算額
前年度との比較

増減 伸び率
一般会計 365億2,987万円 △22億2,532万円 △ 5.7％

特
別
会
計

国民健康保険事業 85億8,319万円 3億2,748万円 4.0％
深谷中央特定土地区画整理事業 － △2億2,276万円 皆減
介護保険事業 58億8,920万円 2億3,670万円 4.2％
後期高齢者医療事業 13億   926万円 1億1,302万円 9.4％

小計 157億8,165万円 4億5,444万円 3.0％
合計 523億1,152万円 △17億7,088万円 △ 3.3％

歳出 決算額
前年度との比較

増減 伸び率
一般会計 333億5,579万円 △37億   879万円 △ 10.0％

特
別
会
計

国民健康保険事業 85億7,319万円 3億4,198万円 4.2％
深谷中央特定土地区画整理事業 － △2億2,276万円 皆減
介護保険事業 57億7,320万円 2億   708万円 3.7％
後期高齢者医療事業 12億8,274万円 1億   160万円 8.6％

小計 156億2,913万円 4億2,790万円 2.8％
合計 489億8,492万円 △32億8,089万円 △ 6.3％

公営企業会計 決算額
前年度との比較

増減 伸び率

公共下水道事業

収益的収入 30億2,723万円 △3,415万円 △ 1.1％
収益的支出 23億6,020万円 △7,832万円 △ 3.2％
資本的収入 11億   269万円 6億3,201万円 134.3％
資本的支出 22億6,190万円 4億   526万円 21.8％

市の比率が各基準を全て下回っているので、
市の財政は健全です（市の比率の値は ）。

※ 各基準以上となった場合、財政運営の健全化を図るための計画策定
など、さまざまな制約が課せられます

財政指標

基準

比率

実質赤字比率  赤字なし ■ 12.62% ■ 20.00％
一般会計の赤字の程度

連結実質赤字比率  赤字なし ■ 17.62％ ■ 30.00％
一般・特別会計全体の赤字の程度

実質公債費比率  4.7％ ■ 25.0％ ■ 35.0％
長期の借入金などの返済に使った金額の１年間の収入に対する割合

将来負担比率  8.2％ ■ 350.0％
借入金や職員の退職金などの将来的な負担額の１年間の収入に
対する割合

資金不足比率  不足なし ■ 20.0％
公営企業の料金収入に対する資金不足の程度（公共下水道事業会計）

■早期健全化基準
（ 資金不足比率の場合は

経営健全化基準）
■財政再生基準

元気 しんどい ふらふら

自
主
財
源

（
市
が
自
主
的
に
収
入
で
き
る
お
金
）

依
存
財
源
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国
・
県
か
ら
交
付
さ
れ
た
り
借
り
入
れ
た
り
す
る
お
金
）

皆さんが納めた税金

前年度から繰り越されたお金

保育料や施設の入所費用など、特定の利益を
受ける方が負担したお金

施設使用料や住民票発行手数料など

市の事業に対し、国や県から交付されたお金

市有地を売却して得たお金、寄附金、基金（市の貯金）
などから繰り入れたお金

消費税の一部として県から交付されたお金、減税を
補うためなど国から交付されたお金、国税の中から
交付されたお金など

市内道路ネットワークの整備(3億5,928万円)
　市内道路ネットワークの構築のため、市道325号線改良舗
装工事、市道17号線改良舗装工事などを実施し、市道325
号線は下原橋から市道12号線までの区間が約90％、市道17
号線の整備は約60％完了しました。

生活困窮世帯の高校生に対する学習支援の拡充(1,211万円)
　生活困窮世帯の中学生や進学した高校生の居場所づくり、
基礎学力の定着を図るため、市内の公共施設で学習支援事業
を実施しました。

にこにこ・しあわせ子育て商品券の支給(1,841万円)
　経済的負担や不安の軽減のため、0 歳から1 歳未満の子
がいる世帯に対し、商品券を支給し、安心して子育てがで
きる環境を整備しました。

光綾公園の再整備(2億1,335万円)
　スポーツやイベントができる多目的フィールドの建設や駐
車場の整備が4年7月に完成、8月に供用を開始しました。
南部防災拠点の整備(5,600万円)
　上土棚地区に防災拠点となる防災倉庫を整備することに
より、備蓄物資などを集約し、各避難所への追加支援の態
勢を強化しました。

中小製造企業の経営の強
きょう

靭
じ ん

化
か

に対する支援(3,978万円)
　中小製造企業における経営の強靭化を図るため、新たなビ
ジネスモデルへの挑戦に取り組む事業を対象に補助金を支給
しました。

国や金融機関などから借り入れたお金

基金から一般会計に繰り入れたお金

国が徴収した自動車重量税などから分配されたお金

【歳入】
365億2,987万円

【歳出】
333億5,579万円

【総務費】 57億596万円
防災対策、情報化推進などの費用

【民生費】 140億5,746万円
高齢者、障がい者、児童などの
福祉の費用

【土木費】 34億6,286万円
道路、河川、公園などの整備や
維持の費用

【衛生費】 34億6,166万円
ごみ処理、保健衛生などの費用

【公債費】 20億122万円
国や金融機関などから借り入れた
お金の返済費用

【消防費】 12億8,768万円
消防や救急活動などの費用

【その他】 7億3,285万円
商工業振興などの費用

財政課☎70･5601

【国有提供施設等所在市町村助成交付金等】 
12億3,571万円
基地施設が使う固定資産に対し国から交付されたお金

【教育費】 26億4,610万円
小・中学校、生涯学習などの
振興の費用

※ 本文と表中に記載の数値は、表示単位未満を四捨五入しています。金額、構成
比などの数値は、個々の積み上げと合計額が一致しない場合があります
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